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本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり､潜在的なリスクや不確実性が含まれております
。従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おきください。

イメージングソリューション 事業説明会

2018年3月22日

富士フイルムホールディングス株式会社
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イメージングソリューションの位置づけ
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イメージングソリューション 事業概要
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イメージングソリューション 変遷
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カラーフィルムの世界総需要推移
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事業環境の変化への対応
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新しい価値を生み出すために
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イメージングソリューション 業績推移

イメージングソリューションセグメント全体で収益性が大幅改善
単位：億円

売上 営業利益 営業利益率

(予)2014年度 2015年度 2016年度 2017年度2013年度2012年度2011年度2010年度
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イメージングソリューション 中期経営計画 VISION2016

フォトイメージング事業

光学・電子映像事業

1. インスタントフォトシステムの全世界的な展開

2. プリンティングビジネスの拡大

3. 高級ミラーレス及び交換レンズに特化し、
収益性の向上

4. 光学技術を生かし、放送／映画用、監視カメラ用
など各種業務用ビジネスを拡大
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インスタントフォトシステムの全世界的な展開

楽しみ方を積極的に紹介、若者のライフスタイルツールとして定着
製品ラインアップの拡大によりユーザーニーズに応える

パーティ・イベント

インスタント
カメラ

プリン
ティング

デジタル
カメラ レンズ

カレンダー メッセージギフト

SNSでシェア スクラップブック

旅先 フォト in フォト

パーティ・イベント

オリジナルアルバム
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インスタントフォトシステムの全世界的な展開

インスタント
カメラ

プリン
ティング

デジタル
カメラ レンズ
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プリンティングビジネスの拡大

インスタント
カメラ

プリン
ティング

デジタル
カメラ レンズ
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プリンティングビジネスの拡大

インスタント
カメラ

プリン
ティング

デジタル
カメラ レンズ

日米欧での当社出荷ベース日米欧での当社出荷ベース

億円

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度2012年度2011年度2010年度2009年度
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デジタルカメラ：高級機への選択と集中

市場のニーズを先読みし、高級機への選択と集中を実施
売上・収益性のV字回復を実現

低価格帯のカメラを縮小
→高級機への選択と集中

スマートフォン
の普及

インスタント
カメラ

プリン
ティング

デジタル
カメラ レンズ

(予)

電子映像の売上推移単位：億円



億円
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光学デバイス：高付加価値な成長分野でのビジネスの拡大

低価格のレンズの競争激化により、
スマートフォン用カメラモジュール縮小

→高付加価値な成長分野
でのビジネスを拡大

高度な光学技術が要求される放送／映画用、監視用など
各種業務用レンズに特化し、収益性が向上

インスタント
カメラ

プリン
ティング

デジタル
カメラ レンズ

(予)

光学デバイスの売上推移

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度2012年度2011年度2010年度2009年度
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単位：億円
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中期経営計画 VISION2019



最後に

富士フイルムフォトサロン・東京 ギャラリーX

写真で人生を
豊かにする

思い出や感動をカタチにして
分かち合う

17

フォトイメージング事業

2018年3月22日

富士フイルム株式会社
イメージング事業部
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Chapter

1

本日のテーマ

フォトイメージング事業概要

インスタントビジネスの拡大

プリンティングビジネスの拡大

Chapter

2

Chapter

3
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20フォトイメージング事業概要 インスタントビジネスの拡大 プリンティングビジネスの拡大

Chapter

1 フォトイメージング事業概要
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②インスタントフォトシステム① プリンティングビジネス

製品別売上構成

カメラ
プリンター

フィルム

ラボプリントサービス
付加価値プリントサービス

フォトブック カレンダー WALL DECOR プロ用製品

プリンティングソリューション
写真プリント用/インクジェットペーパー
ミニラボ（銀塩/インクジェット）
サーマルペーパー/リボン/プリンター

店頭セルフ
プリント機 証明写真BOX

小型インクジェット
プリンター

写真用ペーパー

③ 撮影感材
カラーフィルム
白黒フィルム
写ルンです
映画用アーカイブフィルム

④業務用製品

IDカード/免許証 広告ディスプレイ
RFIDソリューション

フォトイメージング事業概要
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フォトイメージング事業概要

今後も年率5％ の売上成長と高い営業利益率を継続

売上高推移

インスタントフォトシステム

プリンティングビジネス/業務用製品

撮影感材

中期計画を1年前倒し
（億円）



(国内)2017年6月 博報堂DY調べ
(世界)e-marketer予測

フォトイメージング事業概要
ビジネスチャンスの拡大

スマートフォンの国内所有率は77.5％に拡大
全世界では26億人

国内スマートフォン・タブレット型端末所有率

スマートフォン

タブレット型端末
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フォトイメージング事業概要
ビジネスチャンスの拡大

富士フイルム調べ：フォトライフ調査データを元に推定

国内の画像ショット数推移

スマートフォン
コンパクトデジカメ

デジタル/ミラーレス一眼レフ
銀塩カメラ

24

（年）

スマートフォンの普及により、画像ショット数は上昇が続く
全世界では１兆ショット超に達する



の手段が加わり、さらに進化

新たな価値として、

21億人Facebook
ユーザー 8億人Instagram

ユーザー

コミュニケーション ＆
自己表現

フォトイメージング事業概要
画像の価値・位置付けの変化

Facebook/Instagram ユーザー数： http://www.uniad.co.jp/260204
「Facebook」は、Facebook,inc.の登録商標です
「Instagram」は、 Instagram, LLCの商標または登録商標です
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基本的価値
「撮る」「残す」
「飾る」「贈る」

26インスタントビジネスの拡大フォトイメージング事業概要 プリンティングビジネスの拡大

インスタントビジネスの拡大Chapter

2
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インスタントビジネスの拡大
インスタント写真システム“instax”について

シンプルな
操作感

その場で
即プリント

使い方
多彩

インスタントビジネスの拡大
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さまざまな使い方ができる
ユニーク＆オンリーワンな商品

インスタント写真システム“instax”について

撮ってその場で写真になる即時性と質感を生かし、
リアルなコミュニケーションツールに



インスタントビジネスの拡大
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累計販売台数

2,500
万台以上

“カワイイ”に
フォーカスした

「instax mini 8」

男性・大人が
ターゲットの
「instax mini

90」

スマートフォン用
プリンター

「instax SHARE 
SP-1」

大きく撮れる
ワイドフォーマット
「instax WIDE 

300」

セルフィーモード
搭載の

スタイリッシュな
「instax mini

70」

画質が向上した
スマホ用プリンター
「instax SHARE 

SP-2」 スクエアフォーマット
登場

2018年は
発売
20周年

750
万台
見込み

グローバルで順調に増加
（万台）

「instax mini 9」
新発売

インスタントビジネスの拡大
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目標

ユーザーの拡大

商品群 コンセプト メインターゲット

instax mini

mini 8+ (国内) 世界でいちばん
“かわいい”

インスタントカメラ
若年女性

mini 9 (海外)

mini 70 “撮ル”をあそぼう。 20～30代
男女

mini 90 “NEO CLASSIC” 男性・
カメラ愛好家

instax WIDE WIDE 300 大きく撮れる
ワイドフォーマット ファミリー

instax SHARE
Printer

SHARE SP-2
SP-3

スマホの写真を
手軽にinstaxプリント

スマートフォン
ユーザー

instax
SQUARE SQ 10 手軽にクリエイティブに

楽しめる ミレニアル世代

ターゲットにミートした商品開発



インスタントビジネスの拡大
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写真が日々触れ合う、より身近な存在に

写真の価値・位置づけの変化

「コミュニケーション」ツールの要素が加わる

「記録、思い出」を残す スマートフォン・SNSの浸透

インスタントビジネスの拡大
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デジタルネイティブ世代

スマートフォン・SNSの普及と“instax”の捉えられ方

「新鮮でリアルな価値のあるもの」

その場ですぐ
プリントが
手に入る

形で残せる・
共有できる

じわじわと
写真が

浮かび上がる・
風合いがある

即時性 ダイレクト
コミュニケーション

“instax”独特の
プリントの質感



スマートフォンの普及＆SNS利用の高まりに合わせた
商品化を推進

インスタントビジネスの拡大
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2014年
「instax SHARE SP-1」

2016年
「instax SHARE SP-2」

商 品

「instax mini」フィルム対応
スマートフォン用プリンター

SNSとの相性がよく
アート性の高い

「instax SQUARE」

スマートフォン・SNSの普及と“instax”の商品開発

ターゲット層拡大 スマホ・デジタルネイティブ世代への適応

2017年

写真の
位置付け

自己表現
要素を強化

コミュニケーション
ツール

インスタントビジネスの拡大
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2017年度発売新商品



インスタントビジネスの拡大
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2017年度発売新商品

インスタントビジネスの拡大
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2017年度発売新商品

新「instax SQUARE」フォーマット



インスタントビジネスの拡大
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2017年度発売新商品

スマートフォンユーザーへ“instax”の新提案

ゲーム性の高いスマートフォンアプリを開発
グローバルに展開予定

インスタントビジネスの拡大
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1.ターゲット層にミートした商品開発

コラボレーション商品展開

国内外で人気のあるキャラクターとのコラボレーションにより
instaxの認知・層の拡大を図る



インスタントビジネスの拡大
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1.ターゲット層にミートした商品開発

ファッションやアートへの感度が高いユーザーをターゲットにした
アート性の高いフィルムを開発

インスタントビジネスの拡大
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1.ターゲット層にミートした商品開発

バリエーション豊かなフィルムラインアップ

カラフルなデザイン・人気キャラクターとのコラボレーションなど
多彩なフィルムを発売



インスタントビジネスの拡大
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2.グローバル展開

instax
先進地域

instax
成長地域

インスタントビジネスの拡大
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低い

高い

instax
新興地域

2.グローバル展開

地域別instaxの市場状況

instax 保有率



instax
成長地域

instax
先進地域

低い

インスタントビジネスの拡大
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2.グローバル展開

地域別instaxの市場状況

instax 保有率

豊富なラインアップの浸透
「実ユーザー事例に基づいた価値」の拡散

「instaxファン層」拡大

高い

instax
新興地域

「instaxブランド・基本コンセプトの認知」

「購買チャネル」 の拡大

instax
成長地域

instax
先進地域

instax
新興地域

インスタントビジネスの拡大
2.グローバル展開

地域別instaxの市場状況

instax 保有率

低い

高い

44



インスタントビジネスの拡大
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2.グローバル展開

地域別instaxの市場状況

instax
成長地域

instax
先進地域

instax
新興地域

instax 保有率

低い

高い

instax
先進地域

instax
成長地域

instax
新興地域

インスタントビジネスの拡大
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2.グローバル展開 ＜店頭プロモーション＞

イギリス 日本

instax先進地域事例

オセアニアカナダ



インスタントビジネスの拡大
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2.グローバル展開 ＜店頭プロモーション＞

ドイツU.S.A.

instax成長地域事例

インスタントビジネスの拡大
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中国 メキシコ

instax新興地域事例

タイマレーシア

2.グローバル展開 ＜店頭プロモーション＞



インスタントビジネスの拡大
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2.グローバル展開 ＜Web・SNSの活用＞

実ユーザー事例をもとに
instaxならではの価値をグローバルスケールで拡散

インスタントビジネスの拡大
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3.今後の商品化コンセプト

ターゲット層にミートした商品開発

今後も新しい価値を生み出す商品企画を推進



インスタントビジネスの拡大
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3.今後の商品化コンセプト

画質

デザイン

インスタントビジネスの拡大
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Red Orange Yellow

Green Blue Purple

3.今後の商品化コンセプト

デジタルとの融合

使い方・楽しみ方の拡充



インスタントビジネスの拡大
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instax mini instax SQUARE

instax WIDE

3.今後の商品化コンセプト

多彩なプリントフォーマットの活用

表現の幅を拡大

新しい価値

インスタントビジネスの拡大
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3.今後の商品化コンセプト

よりリアルな質感を感じていただける商品を提供し、
さらなるサービス拡充を推進

高品質

デジタルとの融合

デザイン
多彩なプリント
フォーマット



55プリンティングビジネスの拡大フォトイメージング事業概要 インスタントビジネスの拡大

プリンティングビジネスの拡大Chapter

3

プリンティングビジネス

56

インスタントフォトシステム

製品別売上構成

カメラ プリンター

フィルム

ラボプリントサービス
付加価値プリントサービス

プリンティングソリューション
写真プリント用/インクジェットペーパー
ミニラボ（銀塩/インクジェット）
サーマルペーパー/リボン/プリンター

店頭セルフ
プリント機

証明写真
BOX

小型インクジェット
プリンター

写真用
ペーパー

撮影感材
カラーフィルム
白黒フィルム
写ルンです
映画用アーカイブフィルム

業務用製品

IDカード/免許証 広告
ディスプレイ

RFID
ソリューション

フォトブック カレンダー WALL DECOR プロ用製品

プリンティングビジネスの拡大



プリンティングビジネス概要

プリンティングビジネスの拡大

写真の活用・
楽しみ方を提案

ラボプリントサービス

写真店・リテーラーなど
ビジネスパートナー Shop PC

Smartphone

プリンティングソリューション

57掲載各社の名称は、商標または登録商標です。

プロモーション・需要創出活動

業界唯一のトータルソリューションプロバイダー

付加価値プリント商材の開発・生産

FUJIFILM
ネットプリントサービス PC Smartphone

各種ミニラボ・プリント材料

店頭受付ソフト
セルフプリント機

機器・ソフトウエア
プリント材料の提供

プリンティングビジネスの拡大
ビジネスチャンスの拡大
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国内スマートフォン・タブレット型端末所有率 国内の画像ショット数推移

スマートフォンの普及により、画像ショット数は上昇が続く
プリンティングビジネスのチャンスが拡大

富士フイルム調べ：フォトライフ調査データを元に推定

スマートフォン

コンパクトデジカメ

デジタル/ミラーレス一眼レフ

銀塩カメラ

スマートフォン
タブレット型端末

（10億ショット）

(国内)2017年6月 博報堂DY調べ
(世界)e-marketer予測



1.7%

2.2%

12.9%

18.7%

26.1%

26.5%

36.4%

37.1%

67.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

その他

写真展やコンテストに出すため

年賀状作成のため

写真を現物で残したい（記録・保管用）

アルバムを作るため

部屋に飾るため

人にプレゼントするため

写真を整理したり、まとめておくため

思い出を形に残しておくため

プリンティングビジネスの拡大

プリント意向は81％、プリントしたい枚数も増加
従来の用途に加え、贈る・飾る・整理など、プリント活用も拡大
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ビジネスチャンスの拡大

59

スマホに保存されている写真枚数（平均）
プリントしたい写真枚数（平均）

スマートフォンに保存
されている写真枚数（平均）

プリントしたい
写真枚数（平均）

（年）

（枚）

富士フイルム調べ

スマホの写真をプリントするタイミング・
目的・用途

プリントしたい
写真がある人
81.0%

プリントしたい
写真枚数
平均254枚

日本フォトイメージング協会ｘMMD研究所調べ
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Wall Décor
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ビジネスチャンスの拡大

プリンティングビジネスの拡大

新たなプリント活用の拡大とともにフォトブック・WALL DECORなど
付加価値プリント市場も継続伸長

60

付加価値プリント市場総需推移（Worldwide)

（出展）InfoTrends +富士フイルム予測
（年度）

WALL DECOR

（百万USD）



プリンティングビジネスの拡大

プリンティングビジネスの拡大

61

スマホを起点とした
プリントインフラの拡充2魅力的な付加価値プリント

商材の提案・展開1

写真の価値・用途を伝えるプロモーション・顧客接点の拡大3

拡大するプリント活用、スマホの普及をビジネスチャンスに
付加価値プリントビジネスを拡大

「写真のある生活で人生を豊かに」をコンセプトに
拡大するプリント活用に対応する魅力的な付加価値プリント商材を提案

プリンティングビジネスの拡大
1. 付加価値プリントサービスの展開

62

Year Album デザインフレーム
デザインコラージュ

PhotoZINE

美肌
プリント

フォト
グッズ

ましかく
プリント

シャッフル
プリント

COYOMI
（カレンダー）

分割
プリント

フチあり
プリント



プリンティングビジネスの拡大
1. 付加価値プリントサービスの展開

63

自動でよい写真を選び、簡単にアルバムができる
最短5分でレイアウトができる画期的なサービスとして2013年から展開

残す

旅行の臨場感や結婚式の雰囲気を
1冊のアルバムにまとめることが可能に

富士フイルム独自の画像解析技術
「Image Organizer」にAIを搭載

プリンティングビジネスの拡大
1. 付加価値プリントサービスの展開

家族へ。友達へ。恋人へ。
大切なひとへ、写真といっしょに想いを伝える
「写プライズ」プロモーション（2015年～）
とともに人気拡大

スマホに入ったたくさんの思い出の写真を、一枚にギュッとレイアウト
10～20代女性を中心に大人気のプリントサービス

贈る

64



プリンティングビジネスの拡大
1. 付加価値プリントサービスの展開

65

写真をスタイリッシュなインテリアとして壁に飾って楽しむ
「WALL DECORプリントサービス」

飾る

プリンティングビジネスの拡大

NEW

1. 付加価値プリントサービスの展開

66

「雑誌のようなおしゃれな仕上がり」や「自分の感性を表現できる」
フォトブックとして好評。2018年6月に新デザインをリリース

自分の世界観を表現するおしゃれで新しいフォトブック

PhotoZINE Slim (2018年6月リリース予定）
SNSユーザーをターゲットに、趣味の写真の
コレクション、スマホ画像の整理用途に開発。
スマホをイメージした縦長サイズ

整理
自己表現



WALL DECOR販売数推移

プリンティングビジネスの拡大
1. 付加価値プリントサービスの展開
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Year Album/PhotoZINE販売数推移

FY16 4Q FY17 1Q FY17 2Q FY17 3QFY17 4Q見込み2016年度4Q 2017年度1Q 2Q 3Q       4Q（見込み）

新しい需要を取り込み、付加価値プリントサービスは順調に伸張
魅力的な付加価値プリント商材を継続展開、市場の拡大を牽引していく

2016年度1Q 2Q 3Q       4Q   2017年度1Q 2Q      3Q         4Q

約
2.1倍

約
6.5倍

プリンティングビジネスの拡大

402 
447 

569 
641 

133 144 171 

254 
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2. スマホを起点としたプリントインフラの拡充

68

スマホに保存されている写真枚数（平均）
プリントしたい写真枚数（平均）

スマートフォンに保存
されている写真枚数（平均）

プリントしたい
写真枚数（平均）

（年）

（枚）

富士フイルム調べ

ネットショッピングでのモバイル端末利用率

プリントしたい
写真がある人
81.0%

プリントしたい
写真枚数
平均254枚

スマホ撮影画像の増加に加え
ネットショッピングの入り口としてのスマホ活用が拡大

0
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75

2006 2008 2010 2012 2014 2016

20代
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60代

（年）

博報堂生活総研「生活定点」調査

（％）



2. スマホを起点としたプリントインフラの拡充

プリンティングビジネスの拡大

従来のプリントインフラ（お店・PC）に加え
スマホ向けインフラの拡充・ソリューション開発に注力

69

Shop PC

Smartphone

プリンティングビジネスの拡大

70

お店・PC・スマホで同一商材の注文が可能
デジタルマーケティングを活用したEC機能拡充を予定

2016年からスマートフォンに対応
スマートフォンからも多彩な付加価値プリント商材の注文が可能

2. スマホを起点としたプリントインフラの拡充

フジフイルムネットプリントサービス



超簡単プリントアプリケーション

ましかくプリント、人気の「シャッフルプリント」など
１コイン商材を拡充予定（2018年春）

プリンティングビジネスの拡大
2. スマホを起点としたプリントインフラの拡充

71

特徴的・魅力的なアプリを継続的に展開
多彩な商材が簡単にプリントできる注文インフラを拡充

2017年12月 市場リリース
受注率は通常のプリント注文アプリの約8倍と
簡単操作が好評

1コインで注文（500円）1

2日で発送2

3ステップのシンプル操作3

幅広い付加価値商材に対応スマホ・PC両方から、
プリント商材注文が可能

FY16 3Q FY16 4Q FY17 1Q FY17 2Q FY17 3Q

プリンティングビジネスの拡大
2. スマホを起点としたプリントインフラの拡充

72

他社連携も積極的に推進
いつでも・どこでもプリント注文が可能なインフラを整備

Verizon（米国・スマホキャリア）が展開する画像
ストレージとのプリント連携を開始（2016年9月）

• 米国最大手のスマホキャリア。
加入者数：約1億4千万人

• スマホ向けクラウド画像ストレージを展開。
会員数：約3千万人

Co-Brandでプリントサービスを提供
通常プリントからWALL DECOR・各種フォトグッズ注文に対応
サービス開始から順調に売上伸長

Verizonとは

売上遷移

2016年度3Q    4Q 2017年度1Q   2Q           3Q

掲載各社の名称は、商標または登録商標です。



プリンティングビジネスの拡大
3. プロモーション・顧客接点の拡大

73

お客様の声や写真の用途を伝える「コト提案」プロモーション
写真の力・価値を強力に発信

撮る人と見る人の想いをつなげる最大級の参加型写真展
2017年から「50,000人の写真展」に拡大

来場者から出展者へ、手書きのメッセージを
送ることができる『絆ポスト』
出展者と来場者の相互コミュニケーションが
生み出されることも大きな特徴

プリンティングビジネスの拡大
3. プロモーション・顧客接点の拡大

74
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過去最高の
120万人超
のお客様が来場

（年）

2017年度から海外でも参加型写真展を開催
業界最大の展示会「Photokina」での展開等、海外展開を拡大



プリンティングビジネスの拡大

直営店
発

スマホ世代のお客さまとのコミュニケーションの場として
2014年2月に東京・原宿にオープン

3. プロモーション・顧客接点の拡大

75

お客様とのコミュニケーションから新商品・サービスを開発
直営店を起点に新しいプリント需要を創出

プリンティングビジネスの拡大
3. プロモーション・顧客接点の拡大

76

直営写真店「WONDER PHOTO SHOP」を25カ国※で展開
ワールドワイドで新しい写真の楽しみ方を提案

※2018年2月時点 コンセプトショップ含む

New Zealand 

Colombia

U.S.A.

Japan

Spain Malaysia U.S.A.（New York)

Singapore

Philippines

Spain

China

Thailand

Malaysia



JESSOPS
（写真チェーン店、U.K.）

プリンティングビジネスの拡大
3. プロモーション・顧客接点の拡大

77

主要リテーラーとコラボ
グローバルで写真店のイメージを刷新

El Corte Inglés
（百貨店、スペイン）

Holland America Line 
（クルーズシップ、アメリカ）

海外でも直営店スタイルのお店が拡大

Harvey Norman 
（高級家具店、オーストラリア・シンガポールなど）

掲載各社の名称は、商標または登録商標です。

プリンティングビジネスの拡大

78

スマホを起点とした
プリントインフラの拡充2魅力的な付加価値プリント

商材の提案・展開1

写真の価値・用途を伝えるプロモーション・顧客接点の拡大3

業界唯一のトータルソリューションプロバイダーとして
写真の新しい楽しみ方の提案、いつでも・どこでも注文できる
インフラ開発とともに、プリントビジネスを拡大していく



デジタルカメラ事業のご紹介

2018年3月22日
富士フイルム株式会社
光学・電子映像事業部

光学・電子映像事業
製品別売上高構成

デジタルカメラ

交換レンズ

車載レンズ

放送・シネマ

その他レンズ





米国アカデミー Emmy賞受賞 世界最高倍率 4K 放送用レンズ 107倍ズーム

世界随一の光学デバイス技術



最高画質を誇る画像処理技術

X-Trans CMOS Sensor
画像処理エンジン
X Processor Pro

「記憶色」を作り出す 80年以上の画作りのノウハウ



各社新製品開発機種数
（過去4年間の交換式カメラ上市機種数・シェア%)

Fujifilm, 10, 
18%

ソニー, 9, 17%

キヤノン, 19, 
35%

ニコン, 10, 
19%

オリンパス, 6, 
11%

交換式ボディ

Fujifilm, 21, 24%

ソニー, 20 , 22%

キヤノン, 16, 
18%

ニコン, 20, 22%

オリンパス, 12, 
14%

交換レンズ

デジタルカメラ
市場トレンド



デジタルカメラ総需
(CIPA工業会出荷)
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iPhone 4 (2010年6月)

5百万画素・LEDフラッシュ



デジタルカメラ総需トレンド
CIPA工業会出荷
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ミラーレス・当社シェア
CIPA工業会出荷

億円
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当社・ミラーレスが伸長する理由

デジタルデバイスの進化
＆

アナログ・感応による差別化

「コンデジからの脱却・高級機への選択と集中」



Ur Leica (1914年)

Contax S (1949年) Nikon F (1959年)



Game Change 

35mm 100年、一眼レフ 70年からの解放

X100 (2011年3月)



X-Pro1 (2012年3月)

X-T1 (2014年3月)



Mirror Less

Less is More

Less is More

被写体を圧迫しない、撮影シーンを拡大する、小型・軽量

ミラーショックによる振動の影響がない 高画質

画像センサーで直接フォーカスを合わせる ピントの精度

短いフランジバック、バックフォーカスによる 高性能・小型軽量レンズ

撮影イメージが撮影前に確認できる、暗いところでも被写体が明るく
見える 電子式ファインダー

被写体との関係性を崩さない ミラーショックがない 静かなシャッター音

顔検出AF、シーン認識オートなど、様々な 画像認識技術 で失敗が少ない



高解像化が必要

高速化が必要
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デバイスの進化

デバイスの進化

機動性の進化

2012

X-E1 

起動時間 秒 1.00

EVF表示ラグ 秒 0.05

AF（合焦スピード） 秒 0.10

AF(動体）合焦率 % 100

AF方式 Single

AFポイント数 points 49

連写速度 fps 5.6

連写枚数 pcs 19

ブラックアウト(3fps時) ms No Live View

動画性能 fps HD24p

2015

X-E2S 

0.92

0.005

0.06

167

AF-Zone

49

7.0 

32

260ms

HD60p

2017

X-E3 

0.40

0.005

0.05

233

新Tracking

325

8.0 

100

130ms

4K30p



機能進化の事例
EVF Black Out

機能進化の事例
AFスピード

0.05秒0.05秒



感応（アナログ）での差異化

写真の原点を呼び起こすカメラ写真の原点を呼び起こすカメラ





交換レンズラインアップ (Xシリーズ)
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1.7倍

交換レンズラインアップ
(GFシリーズ)



市場の評価

BEST M EDIUM  FORMAT CAM ERA

W RITERS CLUB AW ARD

GOLD AW ARD



デジタルカメラ事業 売上高実績
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今後の成長戦略

開発・生産・ブランドマーケティング・サービスの全てに投資・強化

開発： 独自デバイス（センサー・プロセッサー）、4K/8Kレンズ技術も
活用した魅力的なレンズ群

生産： 交換レンズの能力増強（例：大和工場増床）・生産性向上（例：
自動化生産推進）

マーケティング： ユーザーダイレクトマーケティングの推進（例：新
FUJIFILM Imaging Plaza 丸の内)

サービス： FPS(FUJIFILM Professional Service)など

2020年 東京オリンピックに向けて




